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東京大学果樹園跡地は、全国でも稀なくらい多くの時代の遺跡が残っています。 

その中でも古墳時代後期の多数の横穴墓があった諏訪脇横穴墓群からは貴重な遺物が出

土しています。この横穴墓群は多数の古墳が寄り集まる群集簿の一つで、横穴墓群が密集

する地帯として知られている大磯丘陵のほぼ中央を流れる葛川の一支流の打越川の流域に

あります。 

横穴墓の登場は、新たな集団（地域社会）の登場＝渡来人？を反映しているとも考えられ

ています。特に、古墳時代後期にはヤマト政権により在地首長から任命された地方官として、

それぞれの地域を国造が支配するという国造制が敷かれていて、ヤマト政権の間接的な地方

支配がされていました。 

峯山の雑木林に覆われた南向斜面と西南向き斜面には、横穴墓 53 基が確認されていま

すが、小田原厚木道路の敷設に伴い、１９６５(昭和 40)年に西南向き斜面の 33基が発掘調

査され、その後工事によりほとんどが消滅しました。 

いずれも盗掘されていましたが、発掘された副葬品の武具・装飾品・馬具のうちには、少なく

とも大和朝廷の工房で作られたとみられる優れた遺物もあり、また天井や壁にはわずかに朱彩

(丹塗り)が残り、大和朝廷と直結する社会的地位の高い被葬者がいたことが推測されます。 

また、横穴墓群は様々な形態がみられることから、この谷が長期間墓地として利用されていた

ことがわかります。 

  

 

横穴墓発掘調査の頃の周辺航空写真 
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 諏訪脇横穴墓群は、打越川に東から注ぐ小支谷に臨む南向きの急斜面の海抜 60ｍ～38ｍ

の範囲に 36 基散在し斜面の上には海抜 90ｍ弱の平坦面が広がり、その平坦面の西端から

南へ延びる尾根の東斜面に 17基認められています。 

多くの横穴墓が二宮層群に造られました。この地質は主に砂や泥などからできていますが、

加工しやすく適度の強度もあるので、造りやすかったのではないでしょうか。 

 二宮は、フィリピン海プレートが北米プレートに沈み込んでいる相模トラフの北側に位置してい

ます。この地域ではさらに、ユーラシアプレートや太平洋プレートに近接する地学的に世界でも

珍しい場所にあります。そのため地殻の変動が大きく、現在は起伏に富んだ丘陵地になってい

ます。 

 70～50 万年前、ここ二宮が水深 200ｍ程の浅い海だった時代がありました。その時に堆積し

た地層が二宮層群と呼ばれています。貝化石を多く含みますが、それらの貝を調べる事により

当時の環境を知ることができました。 

 二宮層群の露頭は、2018年 12月 27日（火）に生命の星・地球博物館の学芸員さん 3名

を招いてまちづくり工房「しお風」で調査をしています。その結果、露頭は二宮層だということがわ

かり、それぞれ貝化石が含まれる量もちがい、これだけ広い範囲で見学できる場所は、現在ほ

とんどなく、貴重なので大事にしたい露頭だということでした。 
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横穴墓は、ほとんどが盗掘されていましたが、出土品は、下記の写真のように金メッキ（金銅

装）が施されているもの、他に直刀の鍔、装身具の金環があり、馬具にも当時、南洋の海に生

息していたイモガイ製辻金具やガラス製、琥珀製の細工品など貴重なものも見られます。 

全国的に知られる横穴墓です。諏訪脇横穴墓群は東京大学でも発掘調査を行い、小田

原厚木道路の建設が決まると東京大学教授から保存の声もあがったそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

金銅装圭頭太刀 
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※神奈川県埋蔵文化財発掘調査報告「諏訪脇横穴群（ 東部分）（ 西部分）から転載させていただき、貴重

な出土品、建物名を挿入しました。 

 

金銅装圭頭柄頭 

金銅製鐔 

銅地金張の帯金具 

 

金銅製鐔 

 
イモガイ製辻金具 

金銅製帯金具 
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（鎌倉時代？） 
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このような貴重な遺跡があるということを東京大学果樹園跡地を訪れるほとんどの人や二宮

町の住民の多くが知らないことは遺憾に思います。 

ぜひ、これらの貴重な遺物を二宮町でも鑑賞できる機会がつくれたらと思います。特に子ど

もたちが鑑賞し、知ってもらいたいと思います。 
 

1月 13日（水）元大磯町郷土資料館長の鈴木一男さんを招き、横穴墓についての解説と

横穴墓の探し方を教えていただき、発掘調査報告の地図を参考にして点検を行いました。 

玉石や岩盤があったり、平地になっている所に横穴墓は、あるそうです。この結果、4基の

横穴墓の現存と該当しそうなところを 2か所確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現存確認           該当しそうなところ 

 

 

土師器杯破片 

 

壁面彫刻 

（鎌倉～室町？） 
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1月 27日（水）は、該当しそうなところと確認した中の 2基の横穴墓（15号と 12号）の周辺

の草や篠竹を刈り取り、倒木などをどかして整備しました。 

15号横穴墓は穴がわかるようになりました。 

12号はもう崩れてしまい、窪みだけになっていると思いました。 

しかし、2月 10日の活動で窪みの覆いかぶさった草や枝を 

取り除くと穴があるのがわかりました。 

 

 

 

 

15号横穴墓周辺の草刈りをしていた他のメンバーに大声で知らせ、協力していただき、穴に

覆いかぶさった草や野ばらの枝を取り除くと横穴墓の全貌を見えるようにできました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 
  

   

 

 

 

http://shiokaze.blog.jp/archives/1078519864.html
http://shiokaze.blog.jp/archives/1078519864.html
https://livedoor.blogimg.jp/shiokazecommunity/imgs/1/e/1e436a36.jpg
https://livedoor.blogimg.jp/shiokazecommunity/imgs/8/6/8644a341.jpg
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この 2基の横穴墓を発見し、遊学文化部会の活動日に協議会の整備日を合わせたことで

一挙に見学路も整備でき、東京大学果樹園跡地魅力探訪の試行も成功しました。 

これがはずみとなってか、本格的に跡地を再生するための新しい団体を作る提案があり、3

月 14日に「二宮遊学の衆」が発足しました。 

今までまちづくり工房「しお風」が行っていた跡地の活動は、「二宮遊学の衆」が引き継ぎ、

横穴墓周辺の草刈りや見学路の整備も行っています。 

今後は、諏訪脇横穴墓群の解説板も作成したいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

※写真や図は、まちづくり工房「しお風」が提供。 
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